
見える化で建設現場のイメージ向上
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設計コンセプト

人にやさしく景観・環境に配慮
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南東面夕景エントランス会議室

　皆さまにおかれましては、日頃より官庁営繕業務に多大な
ご理解とご協力を賜っておりますこと厚く御礼申し上げま
す。
　このたび、四国地方整備局営繕部が整備を進めてまいりま
した、徳島法務総合庁舎が完成いたしました。

　本庁舎は、老朽・狭あい化した地方検察庁の建替に合わせ
て、市内等に点在する法務局、保護観察所および出入国在留
管理局出張所を集約・立体化し、国有地の有効活用、利用者
の利便性の向上、執務環境の改善等を図ることを目的として
整備したものです。
　庁舎の計画にあたっては、敷地西側の徳島城跡を意識して
建物の外観や配置を計画することで、地域の良好な景観形成
に寄与するよう努めました。また、工事中は、受注者のご協
力を得て国道に面する仮囲いの大半を透明なものとする「建
設現場の見える化」にも積極的に取り組み、建設現場のイメー
ジアップに努めました。
　本庁舎が無事に完成しましたのは、入居官署の皆さまや事
業関係者各位のご尽力及び周辺住民の方々のご協力のたまも
のであり、心より感謝を申し上げます。

　四国徳島における立地特性を理解し、多様な来庁者や働く
職員が使いやすく、安全で景観と環境に配慮した堅実な庁舎
を計画しました。

【徳島城跡を背景にしっかりと佇む緑豊かな庁舎】
　徳島城跡に面して緑化や壁面後退を行い、うるおいのある
空間を創出し、周辺と調和した緑豊かなイメージとしていま
す。また、周辺の歴史的な瓦屋根の風景や隣接施設との調和
を考慮した色彩としています。
【すべての利用者にやさしい庁舎】
　敷地の車出入口を３か所設け、敷地内車路を回遊・滞留で
きる計画とすることで周囲の交通渋滞に配慮するとともに、
歩行者には東西に抜ける動線を設け、城跡側と国道側の双方
からアクセスしやすい計画としています。
　また、高齢者・障害を持たれた方など全ての人が利用しや
すい施設とするため、１階に受付や点字表示・点字ブロック
による誘導、授乳室や各階に多目的トイレを設置するなど、
ユニバーサルデザインを積極的に取り入れています。
【環境への配慮】
　雨水利用や太陽光発電設備を設置するなど、自然エネル
ギーの有効活用を推進しました。また、開口部は庇による日
射抑制に配慮し、空調機等は高効率機器の採用や明るさセン
サーの照明など、積極的にエネルギー使用の低減に努めてい
ます。

　四国地方整備局営繕部整備課

■工　事　場　所：徳島市徳島町２―
■発　注　者：国土交通省四国地方整備局
■設　計　者：株式会社梓設計
■監　理　者：株式会社宮建築設計
■施　　　工：西松建設株式会社（建築その他）

株式会社四電工（電気設備）
三建設備工業株式会社（機械設備）
日本オーチス・エレベータ株式会社（エレベーター設備）

■全　体　工　期：年月１日～年６月日（建築）
■主　要　用　途：事務庁舎１棟、自転車置き場３棟
■構造・規模：Ｓ造階建て延べ１万，．㎡（庁舎）
■最　高　高　さ：．ｍ
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